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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は翻訳伸長因子をコードしています。このタンパク質は、アミノアシル化されたtRNAをリボソームへ輸送するグアニンヌクレオチド交換因子です。選択的スプライシングにより、5' UTRのみが異なる3つの転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年7月],機能：EF-1-betaおよびEF-1-deltaは、EF-1-alphaに結合したGDPからGTPへの交換を促進します。,PTM：リン酸化はGDP/GTP交換速度に影響を与えます。,類似性：EF-1-beta/EF-1-deltaファミリーに属します。,類似性：1つのGST C末端ドメインを含みます。,サブユニット：EF-1は、α、β、δ、γの4つのサブユニットで構成されています。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	EF-1β抗体を用いたK562細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	EF-1βポリクローナル抗体を用いたK562細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

